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②資料中の西暦表示は、４－３月決算期に対応します。 

   例）2013年＝2013年４月～2014年３月 

①当資料に記載されている内容は、資料作成時点の当社の 

  判断に基づくものであり、記載された将来の計画数値、 

  施策の実現を確約したり、保証するものではありません。 
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③当年より、一部の国内連結子会社につきまして、収益認識 

 基準を変更しております。 

  前年実績については、当該会計方針を遡及適用後の数値と 

  なっております。 



目指す姿 
 
 
 
 

キッコーマンしょうゆをグローバル・スタンダードの調味料にする 

食を通じた健康的な生活の実現を支援する企業となる 

地球社会にとって存在意義のある企業となる 

グローバルビジョン2020 

企業価値の源泉 
 

 
 

基本 略 
 
 
 

 
 

組織・体制 
 
 
 

 
 

海外しょうゆ 
ビジネスモデル 

世界 
ネットワーク 

研究開発力 
技術開発力 

ブランド力 
企業の 

社会的責任 

しょうゆ世界戦略 

デルモンテ事業戦略 

豆乳事業戦略 

グローバル人事戦略 

グローバル財務戦略 

グローバルR/D戦略 

東洋食品卸世界戦略 

健康関連事業戦略 
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所信表明 

代表取締役社長CEO 
堀切功章 



中期経営計画における経営課題 

代表取締役社長CEO 
堀切功章 

所信表明 
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2014年度連結業績目標 

…中期経営計画当初の為替前提（ドル78円、ユーロ100円）との為替差 

売上高 営業利益 

（※）2014年度目標については、2013年度下期予想の為替前提（ドル95円、ユーロ125円）に 
   修正した場合の為替差を、ご参考までに表示しております。 

2011年度
実績

2012年度
実績

2013年度
予想

2014年度
目標

営業利益率 6.3% 6.6% 6.9% 7.2%

ROA 4.8% 5.6% （公表値なし） 7.0%

ドル 79.3円 83.2円 96.6円 78.0円

ユーロ 110.2円 107.6円 127.0円 100.0円
為替

金額単位：億円

増減の内訳

実績 予想 増減 ％ 為替差 実質 ％

売上高 1,684 1,633 52 103.2 59 △ 7 99.6

　国内 853 849 4 100.5 4 100.5

　海外 841 794 47 106.0 59 △ 11 98.6

営業利益 127 117 10 108.7 6 4 103.4

　国内 32 36 △ 4 88.2 △ 4 88.2

　海外 89 79 11 113.9 6 5 106.9

　キッコーマン （ＨＤ） 32 27 5 119.4 5 119.4

　セグメント間消去等 △ 27 △ 25 △ 2 △ 2

経常利益 113 101 12 111.7 5 7 106.5

税前利益 113 101 12 111.5 6 5 105.4

当期純利益　 72 61 11 117.3 4 6 110.6

US$ 98.0 90.0 8 .0
EUR 128.8 120.0 8 .8

2013年度第２四半期業績報告 
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連結業績（対上期予想） 



                

海外－事業ポートフォリオ 
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収益力 

海外事業ポートフォリオ 

                 

 
 
 
 
 

安定成長の継続 

 
 
 
 
 
２桁成長の継続 

 
 
 
 
 
成長の加速 

成長性 

力

成長長長長長性

しょうゆ事業： 
高収益のビジネスモデル維持 

北米 
卸 

亜豪 欧州 

東洋食品卸事業： 
高成長と 
高資産回転率の維持 

北米 
しょうゆ 亜豪 欧州 

中期経営計画における経営課題 
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北米における 
月別移動累計販売数量の推移 年平均成長率 

約４％ リーマン 
ショック 

08年度 09年度 10年度 11年度 13年度～14年度（見込） 12年度 

中 期 経 営 計 画 期 間 

’10.3 ‘08.3 ‘11.3 ‘13.3 ‘09.3 ‘12.3 ‘14.3 ‘15.3 
注）2008年３月期の販売数量を100として指数化したものです。 
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10年度 09年度 11年度 13年度～14年度(見込) 

‘12.3 

海外における 
月別移動累計販売数量の推移 

‘14.3 ‘15.3 

年平均成長率  
約５％ 

北米 

欧州 

ｱｼﾞｱ･ 
ｵｾｱﾆｱ 

12年度 

中 期 経 営 計 画 期 間 

注）2008年３月期の販売数量を100として指数化したものです。 

08年度 



50

100

150

200

14 

海外－しょうゆ（欧州） 

欧州における 
月別移動累計販売数量の推移 

年平均成長率 
 10％以上 

リーマン 
ショック 

08年度 09年度 10年度 11年度 13年度～14年度（見込） 12年度 

中 期 経 営 計 画 期 間 

’10.3 ‘08.3 ‘11.3 ‘13.3 ‘09.3 ‘12.3 ‘14.3 ‘15.3 
注）2008年３月期の販売数量を100として指数化したものです。 

North America 
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海外－しょうゆ（北米）；安定成長の継続 
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海外－しょうゆ（アジア・オセアニア） 

アジア・オセアニアにおける 
月別移動累計販売数量の推移 

年平均成長率 
  約９％ 

リーマン 
ショック 

12年度 11年度 10年度 09年度 13年度～14年度（見込） 

中 期 経 営 計 画 期 間 

’10.3 ‘08.3 ‘11.3 ‘13.3 ‘09.3 ‘12.3 ‘14.3 ‘15.3 
注）2008年３月期の販売数量を100として指数化したものです。 

08年度 

Europe 

海外－しょうゆ（欧州） ；２桁成長の継続 
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オランダ工場 

主な販売拠点 
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10年度 09年度 11年度 13年度～14年度(見込) 

‘12.3 

海外における 
月別移動累計販売数量の推移 

‘14.3 ‘15.3 

年平均成長率  
約５％ 

北米 

欧州 

ｱｼﾞｱ･ 
ｵｾｱﾆｱ 

12年度 

中 期 経 営 計 画 期 間 

注）2008年３月期の販売数量を100として指数化したものです。 

08年度 

Asia & Oceania 

海外－しょうゆ（アジア・オセアニア） ；成長の加速 
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シンガポール・インドネシア 

タイ・ベトナム 
フィリピン 



                

しょうゆ 
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収益力 

成長性 

国内事業ポートフォリオ 

国内－事業ポートフォリオ 

 
 
 
 
 

シェアアップ 

 
 
 
 
 

高付加価値しょうゆ 
へのシフト 

酒類 

 
 
 
 
 

品質主義の 
徹底 

 
 
 
 
 

規模の拡大 

豆乳 
 
 
 
 
 

売上の拡大 

ﾃﾞﾙﾓﾝﾃ 
飲料 

 
 
 
 
 

高成長の継続 

うちの 
ごはん 

   食品 
（うちのごはん除く） 
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海外－東洋食品卸事業 

拠点展開を進め、高成長を維持 

  拠点     
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国内－収益力の向上 

１．高収益事業・商品へのシフト 

I. 高収益事業・商品へのシフト 
 

II. 利益体質への取り組み強化 
  
 

国内－収益力の向上 
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国内－高収益事業・商品へのシフト 

食品 

  簡便そうざいの素カテゴリーの成長と収益力強化 

単位：億円 

うちのごはんの売上高の推移 

'09年度 
実績 

‘13年度 
予想 

埼玉キッコーマン㈱ （うちのごはん 新工場） 
‘10年度 
実績 

‘11年度 
実績 

‘12年度 
実績 

11
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国内－高収益事業・商品へのシフト 

しょうゆ 

  高付加価値しょうゆへのシフトを加速 

当社しょうゆ事業全体における 
いつでも新鮮シリーズの構成比と売上高の推移 

単位：億円 
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飲料   

  豆乳事業の成長とデルモンテ飲料の規模拡大 

国内－高収益事業・商品へのシフト 

’10.3 ‘11.3 ‘09.3 ‘12.3 ‘13.3 

デルモンテ飲料の月別移動累計売上高の推移 

‘14.3 ‘08.3 
注）2008年３月期の売上を100として指数化したものです。 
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飲料   

  豆乳事業の成長とデルモンテ飲料の規模拡大 

国内－高収益事業・商品へのシフト 

’10.3 ‘08.3 ‘11.3 ‘13.3 ‘09.3 ‘12.3 

豆乳の月別移動累計売上高の推移 

キッコーマンソイフーズ㈱ 
茨城工場（豆乳 新工場） 

‘14.3 
注）2008年３月期の売上を100として指数化したものです。 

…2013年８月より連結対象となったキッコーマンデイリー㈱の影響 



財務戦略 
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営業ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ 営業ｷｬｯｼｭﾌﾛﾛｰ

設備投資 株主還元 
■成長分野への投資 
（簡便そうざいの素、豆乳、 
 海外事業など） 
 ’12～’14年 約400億円 

■連結配当性向目標 
  30%以上 
■機動的自己株取得 

キャッシュ 
フロー 

’12～’14年 約700億円 

新規事業投資 
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２．利益体質への取り組み強化 

国内－収益力の向上 

キッコーマン食品 

 
体質改善 
 ・変動原価 
 ・物流費 
 ・労務費 

日本デルモンテ グループ間接部門 

 
 システム統合等 
 による効率化 

 
構造改革 
 ・生産拠点 
  再編（完了） 
 ・変動原価 
 ・製造固定費 
 



■棚卸資産の圧縮 
■設備投資効率化 
■その他資産圧縮   

■有利子負債上限        1,000億円 
■DEレシオ             50%前後 

（いずれも通常時） 

財務戦略 
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2011年度  4.8% 
 
 

2012年度  5.6% 
 
 
 
 
 

2014年度  7.0% 
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財務戦略 
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１株当たり配当額（左軸） 

*1 普通配当８円＋キッコーマン・フーズ社30周年記念配当２円  
*2 普通配当12円＋米国進出50周年記念配当３円  
*3 普通配当18円＋キッコーマン・フーズ社40周年記念配当２円  

連結配当性向（右軸） 
単位：円 

12+3*2  15 15 15 15 

18+2*3  

15 

12 
10 8+2*1  

8 
7 



2013年度第２四半期業績報告と 
通期業績予想 

常務執行役員 CFO 

中野祥三郎 
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中期業績目標のセグメント別ブレイクダウン 

単位：億円

国内計 売上高 1,570 1,638 1,709 1,703 1,703

営業利益 53 70 55 80 80
食料品製造販売 売上高 1,479 1,548 1,619 1,601 1,601

営業利益 36 55 44 63 63
その他 売上高 205 201 201 220 220

営業利益 17 15 11 17 17

海外計 売上高 1,283 1,384 1,680 1,525 ＋305 1,830

営業利益 122 131 168 154 ＋29 183

北米 売上高 966 1,042 1,264 1,099 ＋236 1,335
営業利益 81 88 110 95 ＋20 115

欧州 売上高 130 141 184 165 ＋39 204
営業利益 18 18 27 24 ＋5 29

アジア・オセアニア 売上高 158 167 201 202 ＋36 238
営業利益 14 15 19 21 ＋4 25

全社、セグメント消去 売上高 △21 △20 △19 △28 △28
営業利益 3 △3 10 △4 ＋3 △1

連結計 売上高 2,832 3,002 3,370 3,200 ＋305 3,505

営業利益 178 198 232 230 ＋32 262
※為替 ドル 79.3円 83.2円 96.6円 78.0円 ＋17.0円 95.0円

ユーロ 110.2円 107.6円 127.0円 100.0円 ＋25.0円 125.0円

（ご参考）
為替前提を修正した場合の
為替換算による影響

2011年度
実績

2012年度
実績

2013年度
予想

2014年度
目標

為替差
2014年度
目標＋
為替差



〔１〕-２.   第２四半期業績 連結売上高（対前年実績） 
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上期実績 
金額単位：億円

増減の内訳

当年 前年 増減 ％ 為替差 実質 ％

 しょうゆ 228 225 4 101.6 4 101.6
 食  品 303 292 11 103.7 11 103.7

国  飲  料 216 213 3 101.4 3 101.4
 酒  類 60 58 3 104.5 3 104.5
 ｾｸﾞﾒﾝﾄ間 △ 1 △ 1

内  食料品製造販売 807 787 20 102.5 20 102.5
 その他 102 102 100.2 100.2
 ｾｸﾞﾒﾝﾄ間 △ 56 △ 57 1 1

計 853 832 21 102.5 21 102.5

 北　米 631 494 138 127.9 118 20 104.0
海  欧　州 91 65 26 140.6 19 7 111.5

 亜・豪 99 78 21 126.4 16 5 106.5
外  その他 134 108 27 125.0 27 125.0

 ｾｸﾞﾒﾝﾄ間 △ 115 △ 94 △ 20 △ 3 △ 18
計 841 650 191 129.4 149 42 106.4

 キッコーマン （ＨＤ） 75 66 9 113.9 9 113.9
 セグメント間消去等 △ 85 △ 76 △ 9 △ 9

連結合計 1,684 1,471 213 114.5 149 63 104.3

US$ 98.0 79.4 18.6
EUR 128.8 101.1 27.7

金額単位：億円

増減の内訳

当年 前年 増減 ％ 為替差 ﾛｲﾔﾘﾃｨ 実質 ％

売上高 1,684 1,471 213 114.5 149 63 104.3

　国内 853 832 21 102.5 21 102.5

　海外 841 650 191 129.4 149 42 106.4

営業利益 127 103 23 122.7 17 7 106.6

　国内 32 41 △ 9 78.1 △ 4 △ 5 88.0

　海外 89 65 25 138.4 15 10 115.3

　キッコーマン （ＨＤ） 32 21 11 153.2 4 7 133.8

　セグメント間消去等 △ 27 △ 23 △ 4 2 △ 5

経常利益 113 92 21 123.1 14 7 107.5

税前利益 113 80 32 140.4 16 16 120.1

当期純利益　 72 48 24 149.7 11 13 127.0

US$ 98.0 79.4 18.6
EUR 128.8 101.1 27.7

〔１〕-１.   第２四半期業績 連結計P/L（対前年実績） 
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上期実績 



 
＜為替差除増減説明＞ 
 ・北米        しょうゆ事業が順調に推移 
 

 ・欧州        しょうゆ事業、食料品卸売事業ともに好調 
 

 ・アジア・オセアニア 食料品卸売事業は日本食が浸透する中で成長 

〔１〕-４.   第２四半期業績 海外売上高（対前年実績） 
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上期実績 金額単位：億円

増減の内訳

当年 前年 増減 ％ 為替差 実質 ％

 北　米 631 494 138 127.9 118 20 104.0

食料品製造販売 215 169 46 126.9 39 6 103.6
食料品卸売 445 346 99 128.5 84 15 104.4

海  欧　州 91 65 26 140.6 19 7 111.5
食料品製造販売 43 30 12 140.7 9 3 110.5
食料品卸売 54 39 15 138.8 11 4 110.8

 アジア・オセアニア 99 78 21 126.4 16 5 106.5
食料品製造販売 49 39 10 125.1 9 1 102.7
食料品卸売 51 40 11 127.4 7 4 110.0

外  その他 134 108 27 125.0 27 125.0
 ｾｸﾞﾒﾝﾄ間 △ 115 △ 94 △ 20 △ 3 △ 18

計 841 650 191 129.4 149 42 106.4

US$ 98.0 79.4 18.6
EUR 128.8 101.1 27.7

・しょうゆ   「いつでも新鮮」シリーズが貢献 
 

・食品     うちのごはんが好調 
 

・飲料     昨年度の急激な売上拡大が一巡 
 

・酒類      みりん、ワインともに増収  

〔１〕-３.   第２四半期業績 国内売上高（対前年実績） 
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上期実績 金額単位：億円

当年 前年 増減 ％

 しょうゆ 228 225 4 101.6
 食  品 303 292 11 103.7

国  飲  料 216 213 3 101.4
 酒  類 60 58 3 104.5
 ｾｸﾞﾒﾝﾄ間 △ 1 △ 1

内  食料品製造販売 807 787 20 102.5
 その他 102 102 100.2
 ｾｸﾞﾒﾝﾄ間 △ 56 △ 57 1

計 853 832 21 102.5



2013年9月

その他販管費影響

ロイヤリティ等影響

広告宣伝費等影響

新工場固定費影響

設備費・人件費影響

原材料等のコスト増

売上増減による影響

2012年9月

32

1

△4

△4

△3

6

△12

7

41

(単位：億円) 
国内 △９億円 

〔１〕-６.   国内営業利益の主な増減要因 
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〔１〕-５.   第２四半期業績 連結営業利益（対前年実績） 

37 

上期実績 金額単位：億円

増減の内訳

当年 前年 増減 ％ 為替差 ﾛｲﾔﾘﾃｨ 実質 ％

国  食料品製造販売 26 33 △ 7 77.9 △ 3 △ 4 88.4

内  その他 6 8 △ 2 78.9 △ 1 △ 1 86.3

計 32 41 △ 9 78.1 △ 4 △ 5 88.0

 北　米 59 44 15 134.3 11 4 109.7

海  欧　州 14 8 6 175.3 3 3 140.2

外  亜・豪 10 7 2 130.8 2 1 108.1

 その他 7 5 1 127.7 1 127.7

計 89 65 25 138.4 15 10 115.3

 キッコーマン （ＨＤ） 32 21 11 153.2 4 7 133.8

 セグメント間消去等 △ 27 △ 23 △ 4 2 △ 5

連結合計 127 103 23 122.7 17 7 106.6

US$ 98.0 79.4 18.6
EUR 128.8 101.1 27.7



金額単位：億円

増減の内訳

実績 予想 増減 ％ 為替差 実質 ％

売上高 1,684 1,633 52 103.2 59 △ 7 99.6

　国内 853 849 4 100.5 4 100.5

　海外 841 794 47 106.0 59 △ 11 98.6

営業利益 127 117 10 108.7 6 4 103.4

　国内 32 36 △ 4 88.2 △ 4 88.2

　海外 89 79 11 113.9 6 5 106.9

　キッコーマン （ＨＤ） 32 27 5 119.4 5 119.4

　セグメント間消去等 △ 27 △ 25 △ 2 1 △ 2

経常利益 113 101 12 111.7 5 7 106.5

税前利益 113 101 12 111.5 6 5 105.4

当期純利益　 72 61 11 117.3 4 6 110.6

US$ 98.0 90.0 8 .0
EUR 128.8 120.0 8 .8

〔１〕-８.    第２四半期業績 連結計P/L （対上期予想） 

40 

上期実績 

2013年9月

為替差

その他

卸売の為替による仕入高減

販管費の増減影響

広告宣伝費等影響

原材料等のコスト増

価格改定影響

売上増による影響

2012年9月

89

15

0

2

△4

1

△2

3

9

65

(単位：億円) 
海外 ＋25億円 

〔１〕-７.   海外営業利益の主な増減要因 
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海外しょうゆ販売数量の前年比（％）

第１Ｑ
実績
4-6月

第２Ｑ
実績
7-9月

上期
実績
4-9月

北 米 98 108 103
欧 州 111 110 110
亜 豪 102 109 106



Net CF当期（①＋②＋③＋④）＝＋0億円 

〔１〕-10. 連結キャッシュ・フロー 
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（単位：億円）

①営業CF ＋ 124 ②投資CF △ 105

税引前純利益 ＋ 113 2' 固定資産取得 △ 111

減価償却費 ＋  62 2' 固定資産売却 ＋  13

売上債権増減 ＋   5 投資有価証券取得 △   5

たな卸資産増減 △  21 投資有価証券売却 ＋   4

仕入債務増減 ＋   9 貸付金増減 △   4

法人税等 △  46 その他 △   2

その他 ＋   2

 ①＋2'　　フリー・キャッシュ・フロー ＋ 25 

 ②－2'　　投資CF（除く設備） △  6 

③財務CF △  29 ④換算差額 ＋ 10

借入金他 ＋  10

支払配当 △  40

その他 ＋   1

〔１〕-９. 連結貸借対照表 増減明細 
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　①総資産＝3,556億円 対前期末　＋ 185億円
　②為替による影響 　　　　  ＋  40億円
　　実質差異（①－②） 　　　　  ＋ 145億円 （単位：億円）

資産の部 ＋ 145 負債純資産合計 ＋ 145
流動資産 ＋  13   負債の部 ＋  36

現金及び預金 △   5  金融機関に対する有利子負債 ＋  10
受取手形・売掛金 △   4  支払手形・買掛金・未払金 ＋   4
たな卸資産 ＋  21  未払法人税等 △   4
繰延税金資産 △  10  退職給付引当金 △   1
そ　の　他 ＋  10  繰延税金負債 ＋  20

 そ　の　他 ＋   8

固定資産 ＋ 133   純資産の部 ＋ 109
有形固定資産 ＋  38  利益剰余金 ＋  23
無形固定資産 △   6  有価証券評価差額金 ＋  61
投資その他 ＋ 101  為替換算調整勘定 ＋  23

 少数株主持分 ＋   1
 そ　の　他 ＋   2



金額単位：億円

下期 前年 増減の内訳

予想 実績 増減 ％ 為替差 ﾛｲﾔﾘﾃｨ 実質 ％

売上高 1,686 1,531 155 110.1 69 86 105.6

　国内 856 807 49 106.1 49 106.1

　海外 839 734 105 114.3 69 36 104.9

営業利益 105 95 10 111.0 8 2 102.2

　国内 23 30 △ 7 76.7 △ 4 △ 3 90.0

　海外 78 66 12 118.0 8 4 106.5

　キッコーマン （ＨＤ） 16 13 3 127.1 4 △ 1 95.9

　セグメント間消去等 △ 12 △ 14 2 1 1

経常利益 97 95 2 101.9 7 △ 6 94.1

税前利益 92 97 △ 4 95.4 7 △ 11 88.2

当期純利益　 53 62 △ 9 85.8 5 △ 14 78.2

US$ 95.0 87.7 7 .3
EUR 125.0 115.1 9 .9

  〔２〕 -２.   下期業績予想 連結計P/L（対前年実績） 
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下期予想 

  〔２〕 -１.   連結業績予想  予想の前提条件 
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為替 
 下期  US$ 95.0円 EUR 125.0円 
 通期  US$ 96.6円 EUR 127.0円 
 
 

原材料等コストアップ 
     連結計 
     下期 13億円（国内 12億円、海外 １億円） 
     通期 27億円（国内 24億円、海外 ３億円） 

    
（下期前提） 
 大豆（市場価格）    13-14ドル/ブッシェル 
 小麦（市場価格）      7-8ドル/ブッシェル 
 原油（市場価格）  105-110ドル/バレル 

  



＜為替差除増減説明＞ 
 ・各地域で引き続き順調に成長 

  〔２〕 -４.   下期業績予想 海外売上高（対前年実績） 
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下期予想 金額単位：億円

下期 前年 増減の内訳
予想 実績 増減 ％ 為替差 実質 ％

 北　米 633 549 84 115.3 58 26 104.8

食料品製造販売 207 179 28 115.9 21 8 104.2
食料品卸売 456 393 63 116.0 40 23 105.8

海  欧　州 93 77 16 121.4 8 8 110.8
食料品製造販売 45 36 9 126.3 4 5 114.3
食料品卸売 55 46 9 119.6 5 4 109.4

 アジア・オセアニア 102 89 13 114.6 4 9 109.9
食料品製造販売 49 43 7 115.9 3 3 107.8
食料品卸売 54 47 7 113.8 1 6 112.3

外  その他 120 114 6 105.0 6 105.0
 ｾｸﾞﾒﾝﾄ間 △ 108 △ 94 △ 14 △ 1 △ 13

計 839 734 105 114.3 69 36 104.9

US$ 95.0 87.7 7 .3
EUR 125.0 115.1 9 .9

・しょうゆ、食品  安定的に伸長 
 
・飲料       新会社キッコーマンデイリーの営業活動が本格化 
           

  〔２〕 -３.   下期業績予想 国内売上高（対前年実績） 
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下期予想 
金額単位：億円

下期 前年
予想 実績 増減 ％

 しょうゆ 238 234 4 101.8
 食  品 291 282 9 103.2

国  飲  料 209 175 33 118.9
 酒  類 75 71 3 104.7
 ｾｸﾞﾒﾝﾄ間 △ 1 △ 1

内  食料品製造販売 812 762 50 106.6
 その他 99 99 △ 1 99.3
 ｾｸﾞﾒﾝﾄ間 △ 55 △ 55

計 856 807 49 106.1



金額単位：億円

当年 前年 増減の内訳

予想 実績 増減 ％ 為替差 ﾛｲﾔﾘﾃｨ 実質 ％

売上高 3,370 3,002 368 112.2 218 149 105.0

　国内 1,709 1,639 70 104.3 70 104.3

　海外 1,680 1,384 296 121.4 218 78 105.6

営業利益 232 198 34 117.1 25 9 104.5

　国内 55 70 △ 16 77.5 △ 8 △ 8 88.8

　海外 168 131 37 128.1 23 14 110.9

　キッコーマン （ＨＤ） 49 34 15 143.4 8 7 119.4

　セグメント間消去等 △ 39 △ 37 △ 2 2 △ 4

経常利益 210 187 23 112.3 22 1 100.7

税前利益 205 177 28 115.8 23 5 102.7

当期純利益　 125 110 15 113.6 16 △ 1 99.4

US$ 96.6 83.2 13.4
EUR 127.0 107.6 19.5

  〔２〕 -６.   通期業績予想 連結計P/L（対前年実績） 
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通期予想 

  〔２〕 -５.   下期業績予想 連結営業利益（対前年実績） 
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下期予想 金額単位：億円

当年 前年 増減の内訳

予想 実績 増減 ％ 為替差 ﾛｲﾔﾘﾃｨ 実質 ％

国  食料品製造販売 18 22 △ 5 79.5 △ 3 △ 1 94.5

内  その他 5 7 △ 2 71.6 △ 1 △ 1 79.7

計 23 30 △ 7 76.7 △ 4 △ 3 90.0

 北　米 51 44 7 116.2 5 2 105.3

海  欧　州 12 10 3 126.0 1 1 113.9

外  亜・豪 9 7 2 127.7 1 1 117.0

 その他 6 5 1 115.8 1 115.8

計 78 66 12 118.0 8 4 106.5

 キッコーマン （ＨＤ） 16 13 3 127.1 4 △ 1 95.9

 セグメント間消去等 △ 12 △ 14 2 1 1

連結合計 105 95 10 111.0 8 2 102.2

US$ 95.0 87.7 7 .3
EUR 125.0 115.1 9 .9



  〔２〕 -８.   通期業績予想 連結営業利益（対前年実績） 
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通期予想 金額単位：億円

当年 前年 増減の内訳

予想 実績 増減 ％ 為替差 ﾛｲﾔﾘﾃｨ 実質 ％

国  食料品製造販売 44 55 △ 12 78.6 △ 7 △ 5 90.9

内  その他 11 15 △ 4 75.4 △ 1 △ 2 83.1

計 55 70 △ 16 77.5 △ 8 △ 8 88.8

 北　米 110 88 22 125.3 16 6 107.5

海  欧　州 27 18 9 148.0 4 5 125.7

外  亜・豪 19 15 4 129.2 2 2 112.6

 その他 13 10 2 121.8 2 121.8

計 168 131 37 128.1 23 14 110.9

 キッコーマン （ＨＤ） 49 34 15 143.4 8 7 119.4

 セグメント間消去等 △ 39 △ 37 △ 2 2 △ 4

連結合計 232 198 34 117.1 25 9 104.5

US$ 96.6 83.2 13.4
EUR 127.0 107.6 19.5

  〔２〕 -７.   通期業績予想 連結売上高（対前年実績） 
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通期予想 金額単位：億円

当年 前年 増減の内訳
予想 実績 増減 ％ 為替差 実質 ％

 しょうゆ 466 458 8 101.7 8 101.7
 食  品 594 574 20 103.5 20 103.5

国  飲  料 425 389 36 109.3 36 109.3
 酒  類 135 129 6 104.6 6 104.6
 ｾｸﾞﾒﾝﾄ間 △ 2 △ 2

内  食料品製造販売 1,619 1,549 70 104.5 70 104.5
 その他 201 201 99.8 99.8
 ｾｸﾞﾒﾝﾄ間 △ 111 △ 111 1 1

計 1,709 1,639 70 104.3 70 104.3

 北　米 1,264 1,042 222 121.3 175 46 104.4
海  欧　州 184 141 43 130.2 27 16 111.1

 亜・豪 201 167 34 120.1 20 14 108.3
外  その他 254 221 33 114.7 33 114.7

 ｾｸﾞﾒﾝﾄ間 △ 223 △ 189 △ 34 △ 4 △ 30
計 1,680 1,384 296 121.4 218 78 105.6

 キッコーマン （ＨＤ） 137 123 14 111.5 14 111.5
 セグメント間消去等 △ 156 △ 143 △ 13 △ 13

連結合計 3,370 3,002 368 112.2 218 149 105.0

US$ 96.6 83.2 13.4
EUR 127.0 107.6 19.5



2014年3月

為替差

その他

卸売の為替による仕入高減

販管費の増減影響

原材料等のコスト増

価格改定影響

売上増による影響

2013年3月

168

23

0

2

△8

△3

3

21

131

海外 ＋37億円 

〔２〕-10.   通期業績予想 海外営業利益の主な増減要因 

(単位：億円) 
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海外しょうゆ販売数量の前年比（％）

上期
実績
4-9月

下期
予想

10-3月

通期
予想
4-3月

北 米 103 104 103
欧 州 110 116 113
亜 豪 106 112 109

2014年3月

その他販管費影響

ロイヤリティ等影響

広告宣伝費等影響

新工場固定費影響

設備費・人件費影響

原材料等のコスト増

売上増減による影響

2013年3月

55

3

△8

△5

△8

9

△24

17

70

国内 △16億円 

〔２〕-９.   通期業績予想 国内営業利益の主な増減要因 

(単位：億円) 
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54 

金額単位：億円

当年 年初 増減の内訳

予想 公表 増減 ％ 為替差 ﾛｲﾔﾘﾃｨ 実質 ％

売上高 3,370 3,270 100 103.1 97 3 100.1

　国内 1,709 1,680 29 101.7 29 101.7

　海外 1,680 1,610 70 104.3 97 △ 27 98.3

営業利益 232 225 7 103.1 10 △ 3 98.6

　国内 55 65 △ 11 83.8 △ 11 83.8

　海外 168 156 12 107.7 9 3 101.9

　キッコーマン （ＨＤ） 49 42 7 115.5 7 115.5

　セグメント間消去等 △ 39 △ 38 △ 1 1 △ 2

経常利益 210 205 5 102.4 9 △ 4 98.2

税前利益 205 205 100.0 9 △ 9 95.4

当期純利益　 125 125 100.0 6 △ 6 95.0

US$ 96.6 90.0 6 .6
EUR 127.0 120.0 7.0

〔２〕-11.   通期業績予想 連結計P/L（対年初公表） 
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通期予想 


